第4回　ACW2　総会アンケート結果　2５名
１．韓国女性労働組合の朴男姫（パク・ナンヒ）さんの講演

A.、良かった点

・「名ばかり事業主」という労働法の適用さえ危うい働く方があることに対して、改めて改善していかなければ
と思いました。大変勉強になりました。

・朴さんの明るさと前向きな姿勢に、大変元気をもらいました。
・韓国の働く女性が、どのようなことをメインに活動しているのか、生の声を聞けてよかったです。
・実践に基づいた参考になり元気のでるお話でした。

・幅広く具体的な話が聞けた。組合員が組織化していくというのがインパクトあった。

・どのように組織化を進めていったのか　ターゲットを絞って、戦略的に進めたことが分かった。
・零細企業の労働者がユニオンに入って仲間を作ってがんばっていることに励まされた。

・執行委員ではなく組合員が活発に活動していて、それによって組合が発展して言っているという実例があることに希望を持ちました。

・実際に来た方（当事者）からの発言ですので、実務に即しており、地に足がついた話で良かったです。

　（知的ヒエラルキーの世界と実践には乖離があるから）

・朴さんの内容、大畑さんの通訳（特にその労働分野におけることは）です。

・詳しく具体的なケースの組織化につい聞くことができ、とてもわかりやすく元気が出た。

・いろいろ新しいものを了解できるんです。

・ＫＷＴＵの活動が具体的に話されてとてもよかった。
・具体的・詳細・臨場感があってとてもよかった。

・韓国は、女性の組織化が日本よりずっと進んでいることを知って元気が出ます。

・「ともに分かち合う運動」で移住労働者の子供を支援しているというのは、とても興味深いし大切なことだと

　思いました。

・韓国の女性労働状況、問題点、その解決法など説明いただきよく分かりました。

・内容とても明確でよくわかった。資料が充実していた。エネルギーの源がチョンテイル・イルソンの志とつながっていることを知ることができてよかった。

・通訳がとてもよかった。

・内容をわかりやすく話されてよかったです。

・当事者の方からさらに詳しいお話を伺えたこと。

B、気づいた点

・通訳がとても分かりやすかったです。ありがとうございました。

・韓国と日本、国が違うのに近年の社会問題がほとんど同じ問題なのだという事。ちょっと前までは、その国の
政治に関わる独自の問題だったのに。よくも悪くも壁がなくなっていると思った。

・日本と韓国で、根本的に違うこともあるようだが（パートの起源とか）

・「パート」じゃなくて「非正規」なんですね。

・通訳が入るまでお話されている時間、休憩にメモができ密度の濃い話を無理なく聞くことができた。（言葉の分からない待ち時間が苦にならなかった）

・「組織化」をもっと詳細に知りたい。ピンとこない。自分の職場で、まわりとつながっていくことが、難しいので（個人的に解決しようとしてしまう。）

・自分の争議の相手が零細企業だったので、こんな小さな事例でユニオンの貴重な労力を借りることに後ろめたさを感じていたけれど、女性の多くが零細企業で働いているという事実を実際の数字を見て、小さいところだからしょうがないと諦めてしまったら、他の会社に行っても何も変わらないということに気が付いた。

・すべて良かったと思います。通訳するのにタイムラグがあまりなくてすばらしいと思いました。

・通訳の大畑さん、本当にすごいです。ありがとうございました。

・背景と専門名詞をすこし説明したらいいと思います。

・リーダー養成や参加型の労働運動の難しさを感じながらとても参考になった。

・講師に水くらい用意した方がどうでしょう。

・非正規雇用が崩れた。さらに、その先の請負化の問題など

・組合員が主人公というのは、とても納得できました。11年で6000人もの組織化をしていることは、すごいと

　思いました。通訳もとても分かりやすくていいと思いました。

・伊藤みどりさんが言った代行しませんも大切だと思いました。

・日本と女性労働環境の問題点が似ている。

・日本での継承すべき労働運動がどっちみてもない。鉄連裁判

Ｃ、改善したい点

・もっと連携して情報交換しやすくなるとよい。
・すこし長かった・

・通訳の方を通すと、途切れがちでフォローするのが大変です。
・時間が足りない（特に質疑応答）とも思いましたが、あれ以上時間を延ばされるときついので仕方ないですね。

・それでも、今どきとしては、時間が長すぎたのでは。

・女性の請負契約については、立法だけではなく、名ばかり時業種の労働者性をどう認めさせるかという視点が

必要

２．分科会　（分科会名）
A、良かった点

・とてもよかった。当事者の話ができた。（ハケン）
・女性ユニオンぷらすには、有給の専従スタッフはいないけど、みんな実際に働きながらも平日の夜や土日、時には有給を取ってまで団交に駆けつけていると聞き、すごい団結だと思った。（ユニオン）

・ポジティブアクションに関してはさまざまな議論がありますが、「暫定的」特別措置という言葉の意味を深く知ることができたこと。また越堂さんの熱意を実感できてよかったです。

・短い時間で中身の濃い取り組み（当事者の問題・法改正について）ができました。メンバーもとてもよかったです。（派遣）

・現場の生の声をきけて「今でも日本は『ああ、野麦峠』なのだ。それと外国人研修生など（派遣）

・みんな話すチャンスをもらって自分の考え方も話す。（ＣＥＤＡＷ）
・同じ立場の人と問題を共有できた（女性センター）

・具体的な事例を中心に話し合いができてよかった（ハケン）

・さまざまな派遣業種の労働実態の凄さに驚いた（派遣）

・昨年の働くことの議論が深化できたことが、本当によかったし次の手がかりが見つかったような・・（生活）

・全員が話すことができて良かったし、それぞれ貴重な意見が聞かれて良かったです（パート）

・ユニオンの運営の方から直接、お話を聞けたこと（ユニオン）

・経験談を聞いて気持ちを共感できた。（パート）

・これまで全く知らなかった仙台の女性ユニオンぷらすの成り立ちから変遷、現況などを具体的に臨場感あるお話が聞けて面白く、とても参考になった。北海道や東京のメンバーのやり取りでさらに深く掘り下げることができた。その中から“落ち度があっても大丈夫！そうかんたんに解雇できません”講演会と団交現場がリアルにリンクしている経験の豊かさを学べた。（ユニオン）

・黒澤さんの歩みを聞けたこと。（ユニオン）

・有意義な時間をもてました（ハケン）

・少人数なので、くわしく話を聞くことができた。（ＣＥＤＡＷ）

・原告だった方の話も越堂さんの話も、とても勉強になりました（ＣＥＤＡＷ）

B、気づいた点

・もっと時間を取れなかったか（ハケン）
・せっかくの分科会での取り組みによる話し合われたことを継続的に発展させる方法を何か考えたいと思います。
　（ハケン）

・時間が短かった。部屋の準備について、事前に調べておいて欲しかった。

（寒い。電気がつかない。受付に電話して聞いて、やっとわかった。）　
・ちょと混乱する感じ（たぶん外国人がいるから）（ＣＥＤＡＷ）
・各地の女性センターの形態（官直、財団、民営、指定管理、、、）によって就労の法律も違うし就労条件も違う。
・労働基準法遵守の完全義務化（罰則や取締りの現実化）とペイエクイティが実現されない限り、現状のままな

　ら派遣法は廃止されるべき企業も行政も信用できないから。古い体質の組合も問題あり（ハケン）

・もっと共有できる言葉を作りだしていかないと思う（生活）

・がんばり過ぎないユニオンの活動、相談者本人中心にみんなで知恵と力を出し合って作っていくことが大事。

　ユニオンメンバー間の情報共有、分担、複数の視点で取り組んでいくことが有効。勝ち負けは簡単に言えない。

　勝利解決であっても単純なものではないという奥の深い話。（ユニオン）

・１つのケースをじっくり聞くのもよかったかも。（ユニオン）

・時間が短い（ハケン）

・セクマイ差別が入っていないことに気づいた。（ＣＥＤＡＷ）

・社会人になって働き始める前にお話が聞けてよかったです（ＣＥＤＡＷ）

C、改善したい点

・一人の参加メンバーより個人名が書かれた批判文書を配布されているという会のルールを逸脱した行為が見られ大変不快に感じました。このようなことがあると気持ちよく会に参加することができないので、ルールが
　守れない人に参加して欲しくないと思いました。（ユニオン交流）

・会場設営、分科会内でのタイムスケジュール設定に思いの他時間がとられたかもしれません（ハケン）

・発表のときは、できるだけ文字や絵や図表を使ってやるといいともいます（ハケン）

・国外からの研修生の問題も可視化が必要。

・パートの権利そのものについての話し合う時間はなかった。一人ひとりの体験も、もちろん大切だが、発展させて、もっと権利について、掘り下げていけたらと思う。自分自身が勉強不足だから。（パート）

・今回の会のことではないが、2002年ＮＷＥＣでのジェンダーフォーラム全国女性ユニオンの交流を機に作成された冊子がとても役に立ったとのことだったので、そういうものも持続的に共有されたり改定されたりするとよいと思った。（ユニオン）
・いろんな観点で、たとえば興味のない問題でも、ひとつのテーマで全員が話せたらよいと思います。いろんな

　意見が聞きたい（派遣）

・あまりディスカッションという感じではなかったので、何か1つのテーマに話を交じあわせる感じが欲しかった（ＣＥＤＡＷ）

３．映画外泊＆議論

A、良かった点　

・韓国の女性が生活をかけ、ときには身の危険を感じながらも闘い続ける姿にとても勇気つけられた。
・貴重な映画をＡＣＷ２の仲間と見れたところ！映画だけをポツと見るより状況がすてき！

・韓国の女性のバイタリティと闘いを楽しくやるノウハウに感動した。

・すばらしい映画

・元気になった

・韓国の女性労働者の状態と気持ちがよく伝わってきた。みんなで観るのがいいですね。女性が葛藤しながら

　変わっていくことを見つめた作品だと思う。そのことを大切にしたい。

・女たちにとって、社会とつながることで、生き直すことの面白さ実感がよく伝わった。

・闘いの様子、流れがよくわかりました。会社に戻れなかった人たちは、今はどうしているのだろうかと思いました。

・映画を観た自分の感想だけで残って終わるのではなく、参加者の色々な視点を知ることが出来た。

・女性たちが生き生きと弾渇している姿が良かった。

・考えさせる映画でした。

・勇気が出る映画

・この映画を知ることが出来たことすべて

・ストライキの場面は日本ではあまりみられないのでショキングでした。

B、気づいた点

・自分だったら、そこまでできるだろうか？仲間がいればできそうな気がする。
・一緒に闘いたいと思える仲間作りが大切なのではと思いました。

・派遣の分科会で「当事者の問題を解決しない男の労組の情けなさ」がテーマになっていたので、まさに

　びっくりしました。泣いた！あとのフリートークも朴さんの質疑を含めよかったです。

・中国のことを思い出した。

・性別役割分業のため「女性は男性に養われているのだから賃金は安くても良い」という女性の扱われ方は

　日本も韓国も同じだと思った。生活をかけてのスト中に家事もする家族の心配もする・･女性の闘争は、男性

　の闘争と違う感じだ。しかし途中で、労総の指導者が入ってくるところは、そういう図式がありがちなのだろうかと思った。それって、セーラームーンのピンチにタキシード仮面が現れるのと同じようで少し嫌な気がした

・映画の途中で、このまま歌と踊りだけ上手くなってしまうのかと思ったら演説もうまくなっていた。

・自立心も自分の尊厳もめばえてきたところで、元気をもらった。

・「おばさん」という言い方が気になった。

・全体ではなく小グループで話し合った方がよかったのではないでしょか？

・闘争に終わりはないということ。もしひとつ片付いても、また同じ問題が起こるはず。
・「早く帰って、よい母、よい妻でいたい」の言葉に少しびっくりしました。

４、総会・会場全体について
A,　良かった点

・今回は、去年に引き続き2回目の参加となりますが、神奈川女性センターでの開催はとてもよいと思っています。
・江ノ島という場所的にもいいところなので観光気分で楽しめて気分転換にもなりました。

・スタッフがとてもよく、献身していただいて恐縮です。一部の人がスケジュールの行き違いを指摘していて

　伊藤さんが「すいません」といっていましたが、それは私は許容範囲です。謝るほどの問題ではなかったと

　思いました。それより飯を食べないでなんかおなかがすいたまま進行したのは、場がケワシクなっちゃった

　ような気がします。

・部屋割りのメンバーの絶妙さに脱帽！

・分かりやすかった

・異なった意見を言える雰囲気があった。常に論点があるというのはいいと思う。

・交流の場として重要

・ＡＣＷ２の1年の活動が良く分かりました。

・さまざまな意見色々考えさせられました。

・隣国の話も今回は聞けて勉強になりました。

・当日、参加分科会の変更が通った。

・1年に1回、会員が顔をあわせて話せて連帯感が深まる。

・各地の女性ユニオンや女性運動関係の人たちと知り合い話せた。

・時間が厳しい。お風呂は、もう少し長時間開放して欲しい。

・宿泊施設が良心的料金で利用しやすかった。

・働く女性の全国センターが4年目を迎えることができたこと。気後れしたため、参加費・カンパを納めた

　だけだったが、私も会員の一人として出席することができること。

B、気づいた

・他の人の部屋の人たちとも交流したかったけど「ビールが買い占められて在庫がない」と聞いたのであきらめました。
・分科会もう少し時間が欲しい

・なばかり事業主というのは始めて聞き問題を感じました。

・公文の先生というのは全国で何人くらいいるのか？と思いました。かなりいるのでしょうか？

・もう少し話し合える時間が欲しかった。特に午後の予算のことなど、提案が少し不十分でした。

・総会の宣言文案の「男性も含めた貧困の女性化」が問題になっていました。がそもそも貧困の女性化という言葉自体が判りにくく問題があると思う。意味は分かるがもっと分かりやすい言い方があると思う、他の人にも

　すぐに理解できる・

・ストレッチが気持ちよかった。

・昨年も提案されたが、運営委員の選任は「立候補」と言われたが、そうなの？せっかく1泊2日で、こんな

　場所でやるので、全国から来ている人と会う機会を生かして交流会のような時間、場を設定して欲しかった。

　夕食の時間がそうなのかなと思っていたら、いつのまにかプログラムが変わっていて不可解だった。

・部屋が広いためと思いますが、寒い気がします。

・会館が寒かったです。部屋だけは暖かかった。

C、改善して欲しい

・まじめな話し合いだけでなく、もう1日増やして、みんなでただ遊ぶ日を1日設けてもいいのではないかと
　思いました。（そうすると連休でないと無理か）

・タイムスケジュールが2つあったことに「ちょっと大変だな」と思いました。事前の準備、当日の会費徴収、　

　各受付の役割分担などご苦労があると思いますが、似たような業務をしているものとしては、具体的ご提案
　できると思います。ホワイトボードのペンのインクがうすくて残念。
・宣言文の位置づけが不明瞭な気がした、

・日程（時季）は再考を

・ヘルパーやっているので、職種の分科会があるといいと思いました、

・タイムテーブルもっとはっきりさせて、

・50人も超えたらその場その場でというのは無理　

・1日目の終了を早くして門限までの自由時間を長くして欲しい。
・昨年度は、運営委員会の議事のＭＬ共有が1回目くらいしかなかったと思うので、今年は、毎回共有して欲しい。

・変更があったように、夕食時は、交流タイムにするとよいと思います。

・寒かった。かながわ女性センターがんばれ。
・もう少し、遅くまでやってもよかったと思います。自由時間の交流も貴重なので、残れる人だけなど。
時間を見ながらのプログラムごとの参加、不参加を選べるようにしたら。

・寒かった

・さむいです。

・立候補した人を当日知って拍手で承認という簡単な形を取らざるを得ないなら、せめてどのような活動をしてきたか所属や、立候補した理由など、資料か口頭で紹介してもらえたらよかったと思います。
・なにもありません。感謝のみです。

